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　一　古代東アジアにおける国際法の成立
　対等な主権国家の関係を規律する法，つまり，ius　inter
gentesを，国際法international　Iawの本質であるとす
れば，古代，中世の東アジアに国際法の存在を見出すこ
とは困難である。
　しかし，Iaw　of　nations：ius　gentiumという意味で
は，その頃の東アジアにも，そのような法は存在してい
た。なぜなら，東アジアにも当時多くの国家が存在し
ていたし，それらの国家は，Ωuasi・international　Iegal
relationsを形成していたからである。
　ヨー一　Pッパ国際法の原型が古代ロ　一一マ法に求められる
ように，東アジアの国際法Iaw　of　nationsの原型は，
古代中国法に求められる。
　古代中国の成立は，紀元前1800年まで遡ることができ
る。夏の皇帝軒韓（黄帝）Xuanyuanが，諸国家を監督
するための役所を作り，それによって諸国家間の平和を
保った，といわれている。当時すでに，正戦guerra
justaの思想や，国家の独立という考え方があったので，
その頃すでに，一種の国際社会が中国大陸に存在してい
たと主張する学者もいるD。
　しかし，一般には，中国大陸にquasi－internationaI
Iegal　relationsが成立したのは春秋時代（BC　722－481）
であるとされている2）。それらの諸国が集って一つの世
界（天下）を形成し，その中心に一人の皇帝が支配する
周があるというのが，当時の中国の世界観であり，この
中華思想が，その後久しく東アジアの国際社会を支配す
るようになる。
　周の皇帝によって各国王は．その自己の地域の王であ
ることを正式に認められ，王の印璽を皇帝から授けら
れ，皇帝の定めた年号を用いることを指示された。各国
王が皇帝に文書を送るときには，前記の印をそれに押捺
し，服従のしるしとして，定期的にもしくは，皇帝や国
王の代がかわったときに，国王から皇帝にあてた文書と
貢物tributeを持った使者を派遣した。それに対して，
皇帝は，返書と共に，実質的には，より経済的価値のあ
る返礼の品物を国王に贈るのが慣例であった3）。
　のちに，この礼式は法典化され，また，この朝貢制度
は，実際には貿易の性格を持つようになった。また，皇
帝が不服従の部族を討伐するときには，その要請に応じ
て，要請を受けた国王は，皇帝に協力して出兵する役務
を負った4）。しかし，皇帝は，各国家の国内問題に対し
ては介入しなかった5）。
　近代国際法がヨーロッパ国際法に由来し，対等な主権
国家間の同格的協調を基本としているのに対して，古代
東アジアのIaw　of　nationsは．古代ローマとそれが支
配していた諸国との関係に似て，上下の支配従属の関係
を基本としており，一種の封建関係を基盤としていた。
しかし，周を除いたそれ以外の諸国家間の関係は，善隣
（相隣）の関係であり，international　relationsへと発
展する萌芽を含んでいた。
　この古代東アジア国際法の根本には，「礼治の原則」
が存在しており，それは，Tao（道）つまり，儒教の考
え方に基づいていた。
　当時，すでに，この地域の1aw　of　nationsの体系の
中には，
　1）皇帝と国王，国王相互間の使節の交換，とくに，
　　その儀礼に関する規則
　2）　国書の作成，印璽の使用，年号の使用に関する規
　　則
　3）朝貢とそれに伴う交易に関する規則
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　4）　同盟の手続に関する規則
　5）　犯罪人の引渡しに関する規則
　6）　戦争の開始，戦争方法の制限に関する規則
　7）　中立に関する規則
などが存在していた。しかし，その内容は，近代ヨーロ
ッパ国際法の諸規則とは異なり，前記の礼治や儒教の諸
原則に基づくものであった。
　二　古代，中世における中国，日本および朝鮮の関係
　春秋時代に中国で考えられていた世界は，周とそれに
従属する諸国家によって構成されており，その外側にあ
る非中国民族non－China　nationsは，「蛮族」（barba・
rians：東夷，西戒，南蛮，北狭）であってlaw　of　na－
tionsの主体たる国家とは認められていなかった。
　しかし，一世紀頃に，朝鮮半島に，百済Paik－Jae，新
羅Silla，高句麗Ko・Ku・Ryoの3国が成立し，その後，
それらの諸国家は中国大陸にある諸国に伍して「朝貢
国」atributary　state　to　Chinaとなり，中国の「世界」
に加入するようになった。そして，このような朝鮮の中
国に対する関係は，朝鮮半島内での国家統合や王朝の交
替にもかかわらず，19世紀まで続くことになる。
　現在の日本列島の西部（九州北部）に一世紀頃に成立
した日本の原始国家「耶馬台国」も，中国に対する朝貢
国となり，その国家は4世紀頃に現在の日本領土の大部
分を支配するようになった。もっとも，日本という国号
が出来たのは，七世紀になってからである。
　琉球，ベトナム，ルソン，ビルマなども，中国に朝貢
するようになった。
　中国を除く諸国家（たとえぽ日本と朝鮮）相互間にも
交流があったが，それも，中国と諸国家との交流の方式
をまねたものであり，使節派遣，朝貢・返礼（貿易）の
方式もそれにならい，公文書には，中国語が用いられて
いた。
　中世においても，朝鮮と琉球は，依然中国に対する朝
貢国にとどまっていたが，琉球は，日本に対しても朝貢
を1634年から1850年までの間に18回行なった。つまり，
琉球は，1876年に日本に完全に帰属するまでは，中国と
日本の双方に従属する地位にあった。
　朝鮮と日本は対等な地位にあり，両国は対馬藩を通じ
て交流を行なった。対馬は，朝鮮と日本との間にある小
さな島国であり，行政的には日本政府に従属していた
が，一種の緩衝国の役割を果していた。
　対馬藩は釜山に「草梁倭館」を設置して，そこに館司・
代官を置き，そこで朝鮮に対して進上（封進）と称する
形式で，一種の朝貢貿易のほか，公貿易・私貿易とよば
れる取引を行なっていた。倭館は小規模な居留地で，対
馬藩人民の滞在だけが許され，藩の館司・代官は，居留
民に対して裁判管轄権を行使していた。
　他方，日本政府（幕府）は．対馬の府中（厳原いずは
ら）に，いわゆる輪番寺以酊庵を置き，京都五山の僧を
輪番でそこに住わせ，対馬藩の外交事務を監察し，朝鮮
との往復文書の事務や，朝鮮通信使が来日のときその送
迎，付添などの事務を行なわせた6）。
　日本から朝鮮に直接使節を派遣した例はなく，その場
合は常に対馬藩の使節が赴いていたが，朝鮮からは，
1609年から1811年までの間に12回朝鮮通信使が来日し
た。
　中国では，朝貢国についても，儒教を受け入れた朝
鮮，日本，琉球，ベトナムなどの東南諸国the　sOuth－
eastern　cresent　countriesと，そうでない内外蒙古，チ
ベット，トルキスタン，ネパール，グルカなどの北西の
諸国the　northwestern　cresent　countriesとを区別し，
前者は，礼部，後者は蒙古衙門（1638年理藩院と改称）
の管轄としていた。日本は，元の代に中国への朝貢国の
地位を離脱した。
　なお，1818年の「嘉慶会典」には，朝貢国として，次
の諸国が掲げてある。
1）朝　　鮮
2）　琉　　球
3）　ベトナム
4）　ラオス
5）　シヤム
））））（??スールー
ビル　マ
オラソダ
西洋諸国（ポルトガル，
1年4貢（年末にまとめて）　1637
2年1貢（1875年まで入貢）　1646
2年1貢（4年に一度貢使を送る）
　　　　　　　　　　　　　　1660
10年1貢　　　　　　　　1729
3年1貢（1853年まで貢使を送る）
　　　　　　　　　　　　　　1652
5年またはそれ以上に1回　　1726
10年1貢　　　　　　　　　1769
不定期に
　　　　　　ローマ法王庁，英国）
もっとも，1899年の「光緒会典」では，8，9は除かれて
いる。なお，上記右端の数字は，入貢を開始した年とさ
れているが，史料により若干の差異がある。また，1690
年の「大清会典」には朝貢の方式が436個条と約1500の
細則により定められていた7）。
’三　ヨーロヅパ諸国と東アジア諸国の接触
　1．Demarcationと東アジア諸国の「鎖国」
　中国本土を清国が支配するようになったのは，ウェス
トファリァWestphalia条約（1648年）の成立より4年
前であった。近代国際法は，同条約以後ヨーロッパ国際
社会の法として成立したといわれる。しかし，当時，中
国，日本，朝鮮は，まだ，ヨーロッパ諸国と正式の外交
関係を持ってはいなかった。
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　これよりさき，1493年5月4日，スペインは，法王ア
レキサンドル6世Alexander　VIの教書inter　caetera
によって，アゾーレス諸島とケープ・ヴェルデ諸島の西
100リーグの大西洋上の点を通る子午線を境とし，それ
より西方において発見される陸地と島をスペインの領有
とする権限をえた。それに対し，ポルトガルは，その線
より東方で発見される陸地と島の領有権を認められた
が，1494年のトルデジーリヤス条約で，その線は，270
リーグ西方に移された8）。
　しかし，このスペインとポルトガルのdemarcationに
も拘らず，地球の裏側の境界（子午）線は明らかではな
かった。両国は，それぞれ，中国．日本，マラッカは，
自国の境界線内にあると主張していた。
　ポルトガルは，1510年にインドのゴアGoaを，1511
年にはマラッカを占領した。同国は．1517年中国に通商
を求めて使節を送ったが，中国はこれを拒否した。1543
年，ポルトガル人は，中国人の船によってはじめて日本
の種子島に渡来し，鉄砲を伝えた。それらが，ヨーロッ
パ人が東アジアに現われた最初であった。
　東アジアに現われたヨー一　Pッパの先兵は，イエズス会
Companhia　de　Jesusの宣教師たちであった。キリスト
教の布教は．スペイン，ポルトガル両国の国家事業の一
環として行なわれた。スペインによるアメリカ大陸征服
の事実は，東アジア諸国に強い警戒心を抱かせ，17N18
世紀に，これら諸国は，いわゆる「鎖国」政策を取るよ
うになった9）。
　「鎖国」の目的は，全面的通交の禁止ではなく，キリ
スト教流入の禁止と，貿易による利益を中央政府が独占
し，地方諸侯に貿易による直接利益を与えない点にあっ
た。
　中国は，1757年に広東だけを外国との貿易のために開
き，日本は，1639年以降長崎だけを，オランダと中国と
の貿易のために開いた。もっとも朝鮮通信使の来日，琉
球を通じての交易は，この例外であった。
　2．東アジアにおける最初の国際条約
　束アジアの国家がヨーロッパの国家と最初に近代国際
法のformulaによる条約を締結したのは，1689年9月
7日．中国（特派大使索額図）とロシア（特派大使ゴロ
ヴィン）との間のネルチンスク（尼布楚Nerchinsk）条
約である。その条約は，ラテン語を正文とし，中国語，
　組語（満洲語），ロシア語でも作成された。同条約は，
両国間の国境画定，貿易，犯罪人引渡しなどを定めてい
た。
　地上唯一の世界帝国として，他のいかなる対等の国家
の存在も認めず，したがって，この「世界帝国」を限界
づける国境という観念をそれまで知らなかった中国は，
この条約によってはじめて，ロシアとの間に国境を画定
することになった。
　しかし，ここで注意すべきことは，この条約自体は近
代国際法に基づいた対等の国家間の条約であったが，中
国文のテキストでは，従来の朝貢体制に適合されるよう
に書かれていた点である。中国政府は，この条約の規定
についても，依然として，対等の政府間の権利．義務と
いう認識を持ちえず，中国が一時的に，恩恵として認め
てやるという意識を持ち続けた。
　このような誤った認識によって，1727年のバイカル湖
畔でのキャフタ（恰古図Kyakhta）条約（外蒙古とシベ
リアの国境を定め，貿易場を開く），1851年のイリ（伊
梨Kuldja）条約（南京条約に対応し，ロシアがカザー
フ汗国を併合），1858年のアイグン（愛琿Ai－hun）条約
（黒竜江以北をロシア領とし，ウスリー河以東，沿海州
を中国とロシアの共管地とした），1860年の北京（Pe・
king）条約（英仏連合軍北京占領後ロシア公使イグナチ
ェフが和議をまとめた報償とし，従来共管地だった沿海
州をロシア領とさせた），1881年のイリ条約（中国は，
西北約200万平方里を失った）が結ぼれ，それによって
中国は，つぎつぎと広大な領域をロシアに奪われること
になった。
　もっとも，1655年以来ロシアからは．北京に何回もキ
ャラバン隊が訪れて隊商貿易を行ない，1727年までにロ
シアの使節が8回北京にいたり，中国皇帝に謁見したこ
ともある。もと朝貢使が宿泊していた会同館が1727年以
後，ロシア専用としてオロシヤ館（俄曜斯館E－lo・ssu・
Kuan：Russian　Hostel）となり，ロシア宗教使節団や
キャラバソ（ただし，300人以下，80日以内）の宿舎に
あてられた。また1727年のキャフタ条約により3年に一
度北京での貿易が許されることになり，1732年にはギリ
シア正教の寺院が建てられ，10年交代で宗教使節団が駐
在した。また，国境では国境貿易も行なわれ，車倫（現
在のウランバートル）には弁事大使が置かれて．ロシア
関係事務を処理した。
　3．　アヘン戦争と中国
　ヨーロッパ諸国の使節は，18世紀になると通商を求め
て海路中国を訪れるようになったが，中国政府は，依然
として中華思想から脱し切れなかった。
　1793年にジョージ3世により派遣され北京に乾隆帝
（在位1735～96）を訪れた最初のイギリス特派大使
George　Macartneyは，その船に中国政府によって「英
国進貢使」Ambassador　bearing　tribute　from　the
Country　of　Englandという旗をかかげさせられ，中国
皇帝の前で朝貢国使節として三脆九叩の古い礼式に従わ
せられようとした。彼は後記の広東貿易制度を改善させ
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通商を拡大させようとしたが，それは，不成功に終っ
た11）。
　中国とヨーロッパ諸国との新しい関係は，アヘン戦争
Opium　War（1840年）と，その結果である1842年8月
29日の南京Nanking条約によってはじまった。
　イギリスは，それ以前に主要航路の制海権を獲得して
いたが，1833年東インド会社の特許状更新にあたり，同
社の独占貿易を廃止した。しかし，中国は，1757年以来
の鎖国政策を改めず，広東においてのみ公行商人Hong
Merchantsの独占による貿易を認めていた。外国商人
は，広東の夷館factoryだけに居住を認められ，朝貢貿
易なみの取扱いを受けていた。（夷館は，珠江ぞいに東
西700フィート，南北1100フィートの特別地域が指定さ
れていた）。
　当初イギリスは中国から茶，絹などを買入れ，中国へ
は毛織物，綿製品，綿花を売り込んでいたが，ヨーロッ
パで中国茶に対する需要が年々高まり貿易収支はイギリ
スの入超となっていた。貿易の不均衡是正のためイギリ
スはインドで生産したアヘンを中国に輸出しはじめ，
1826年からアヘン貿易により貿易収支はイギリスに有利
に転換した。もっとも，中国政府はアヘンの弊害に気付
ぎ，1796年からアヘンを禁止し，さらに1815年には禁煙
章程を制定し，厳禁していたので，アヘン貿易は密貿易
であったが，イギリスは中国官吏に賄賂を贈るなどして
アヘン貿易を継続拡大した。
　1839年欽差大臣として広東総督に任命された林姻徐
Lin，　Che－hsttは，アヘン売買の取締りを徹底し，アヘ
ン2万余箱（240万ポンド）を差押えてこれを廃棄した。
　イギリスは，貿易保護を名目に出兵し，1840年6月軍
艦10隻余を派遣して広東を制圧，厘門，定海，寧波，乍
浦，上海，鎮江がつぎつぎと占領され，1842年8月29日
イギリスの旗艦コーンウォーリス号上で，イギリス全権
委員Henry　Pottingerと中国全権委員脅英，との問に
南京条約が締結された12）。
　南京条約で中国は，（1）香港島の割譲，（2）2100万元の賠
償の支払い，（3）5港つまり，広東，福州，厘門，寧波，
上海の開港，（4）イギリス商人と中国商人の対等自由な貿
易等が約束させられた。
　この条約は，翌年の虎門築Humen－chai条約や五港
通商章程によって補足され，また，1844年には中国・ア
メリカ間に望夏Wang・hsia条約，ならびに中国，フラ
ンス間に黄浦Huang条約が締結された。
　これらの条約で，古い広東貿易システムは破壊され，
近代国際法秩序を前提とした新らしい貿易（通商）機構
が協定された。その主要な内容は，上記の｛1）5港の開
港，②公行商人による貿易独占の廃止，⑧上記諸港に外
国領事の駐在を認め．同領事に領事裁判権を認めるこ
と，（4）港に外国軍艦一隻の停泊を認めること，（5｝輸入品
に対しては5％だけの関税を課すること，（6）条約締結国
に対し無条件の最恵国待遇を認めること，であった。
　1845年11月29日のイギリス初代上海領事George　Bal－
fourと中国官憲との第一回土地章程Land　Regulation
によって上海Shanghaiに外国が自治行政権を持つ租界
Settlementが作られ，1954年の第二回土地章程でそれ
が強化され，自治機関として，参事会が設けられた。第
一次大戦までに，英米日仏露など8力国が，上海，天津
Tientsin，広東Cantonなど中国の13の都市に租界を持
つことになった（1943年にこれは全部事実上解消した）。
　このようなヨーロッパ諸国による中国での権益獲得
は，アロウ号事件the　Assow　Incident（1856年）の結
果である1858年の4つの天津条約（英米仏露）で，前記
5港以外に，牛荘，芝　，漢口，九江，鎮江，基隆，淡
水，汕頭，慶州．南京，天津の11港が開かれることにな
り，公使の交換や，キリスト教布教の自由などが認めら
れた13）。なお，中英条約第3，4条には公使の地位につ
き，それが朝貢国の使とは異なることを明確にし，外交
使節は清国君主と同地位にある君主を代表するものであ
ることを記して，旧来の三脆九叩の礼式によらぬことな
ど，その特権免除を明記したことが注目される。
　さらに，同条約の批准，実施をめぐって紛争が生じ，
1859年英仏連合軍は再び2万の大軍を中国に送って北京
を占領，10月24日中英，同月25日中仏間に北京条約，11
月14日中露天津条約追加条約が締結された。この条約に
より中国は，旧九竜をイギリスに譲り，英仏に各800万
両の償金を支払い，従来拒んでいた首都北京への外国外
交使節の駐在を認めることになった。
　西太后Hsi・tai－houを頭とする中国政府は，ヨー一　Pッ
パの事態について依然無知であり，1900年の義和団事件
Boxer　Incidentにも見られる狂信的排外運動は，その
意図とは逆に，中国の半植民地化を促進する結果となっ
た。
　4．　日本と朝鮮の開国
　1853年7月8日，アメリカのペリーMatthew　Calb・
raith　Perryは，軍艦4隻を率いて，日本の首都に近い
浦賀に来航した。彼は，それによって，鎖国の中で眠っ
ていた日本人を目覚めさせた，といわれている。
　もっとも，1648年のウェストファリア条約以前にも，
1582年（天正10年）に九州の大友義鎮．大村純忠，有馬
鎮純によって派遣されたいわゆる天正遣欧少年使節（伊
東マンショ，千々石ミゲル．原マルチノ，中浦ジュリァ
ンら）は，スペイン・ポルトガル国王フェリペ2世や法
王グレゴリオ13世．シスト5世に謁し，ローマ市の市民
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権を贈られ，1590年に帰国している14）。また，伊達政宗
も1613年（慶長18年）9月15日家臣の支倉常長をスペイ
ンとローマに派遣し，同人は1616年（元和6年）8月26
日帰国している。その聞に幾度も宣教師の渡来があり，
また，いわゆる「鎖国」のあとも，オランダ，中国との
直接交流や朝鮮，琉球を通じての交流によって，ヨーロ
ッパの事情は，日本に伝えられていた。また，1792年以
来ロシアの使節も．しばしば日本を訪れている。しか
し，本格的に日本がヨーロッパと交流するようになった
のは，ペリーの来航以来である15）。
　1854年3月31日（安政元年3月3日）日本全権委員林
緯（大学頭）とアメリカ全権委員ペリーとの間に締結さ
れた日米和親条約Treaty　of　Peace　and　Amity　bet－
ween　the　United　States　of　America　and　the　Empire
of　Japanは，ヨー一　Pッパ近代国際法のformulaによっ
て日本が外国と締結した最初の国際条約であり，1855年
2月21日下田での批准書交換により発効した。この条約
によって，日本は，下田，箱館の両港を開き，航海に必
要な燃料，食糧，飲料水の供給，漂流船の救助，小規模
の貿易を認めた。同様な内容は，同年10月14日の日英約
定16）．1855年2月7日の日露和親条約，1856年1月30日
の日蘭和親条約によっても取り決められた。
　日米和親条約によって日本に着任した初代アメリカ総
領事のTownsed　Harisは，アヘン戦争の状況などを説
明して日本政府を説得し．1858年7月29日，日米修好通
商条約Treaty　of　Amity　and　Commerceを結ぶこと
に成功した。以後，日本は，1868年の明治維新までに，
11力国との間に修好通商条約を締結しtt　17）。）））））????
6）
7）
8）
9）
10）
11）
12）
13）
14）
15）
????????
イ　ギ　リ　ス
フ　ラ　ソ　ス
1858．7．29（安政5．6．19）
〃
〃
〃
〃
8．18（
8．19（
8．26（
10．9（
〃
〃
〃
〃
7．10）
7．11）
7．18）
9．3）
一以上が安政5力国（仮）条約とよばれる一
ポルトガル
プ　ロ　シ　ア
????? 【?? ???
1860．8．30（万延元，6．17）
1861．1．24（万延元，12．14）
1864．2．6（文久3．12．28）
1866．8．1（慶応2．6．21）
1866．　8．25　（　　　〃　　　7．16）
1867．　1．12　（　　　〃　　12．　7）
一その後，新政府になってから次の諸条約が結ばれ
　た一
菰▽1⇒・868・・・…（明翫，・27）
スペイン　〃11．12（　〃　9．28）
北ドイツ連邦　1869．　　（明治2．1．10）
駕甥；）〃　（〃9・・4）
　しかし，上記の諸条約は，ヨーロッパ諸国に一方的な
領事裁判権を認め，関税を5％として，日本が自主的に
関税率を定める権限を持たない，不平等な内容のもので
あった。このため，維新以後日本では，条約改正問題が
内外政策の上で重要な主題となった。
　朝鮮は，中国，日本の開国や，ヨーロッパ諸国からの
開国要求（イギリス（1831年），フランス（1846年））に
も拘らず，貿易を拒み，1871年には，大院君は，国内各
地にヨーロッパ諸国との交流を拒む旨を「洋夷侵犯，非
戦即和，主和売国……」等と刻んだ「斥洋碑」を建てさ
せ，強固な鎖国政策をとることとした。そのため，諸外
国から「隠遁の国」herrnit　nationとよばれた。朝鮮が
開国して外国と貿易を認め，外国の公使や領事の国内駐
在を認めるようになったのは，1876年2月26日の日韓修
好条規（江華島条約）Treaty　of　Peace　and　Friendship
between　Japan　and　Corea（Kangwha　Treaty）以降で
ある。
　日本はその時，23年前にアメリカのペリーが軍艦で威
嚇して日本を開国させたのと同じ方法によって，朝鮮を
開国させた。この条約は，日本側に有利な不平等条約で
あったが，朝鮮を自主平等の国と定め，従来朝鮮が中国
に従属していた点を無視していた。この条約は，近代国
際法のformulaで朝鮮が外国と条約を締結した最初の
ものであり，以後，朝鮮がヨーロッパ諸国と条約を結ぶ
道を開いた。
　1882年5月22日，韓米修好条約が仁川で締結された。
アメリカ側全権委員R．W．　Shufeldtに対して，朝鮮側
を代表した全権委員は宗主国たる中国の李鴻章であり，
条約文起草実務を担当したのは馬建忠であった。また，
駐華アメリカ公使Chester　Holcolnbeも同席した。中
国側は，中国と朝鮮の宗属関係を条約上明文化しようと
したが果せず，その趣旨を記した馬建忠が起草した朝鮮
国王の5月25日付書簡がアメリカ側に手交された。しか
し，アメリカ側はこれを公表せず，朝鮮を独立国として
扱った。
　同年9月，天津で中国と朝鮮との間に「中朝商民水陸
貿易章程」という8力条の協定が締結された。中国は，
それによって宗主国である中国と朝貢国である朝鮮との
宗属関係を確認しようとした18）。
　朝鮮が諸外国と結んだ修好条約は，以下の通りであっ
た。
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日本1876．2，26
アメリカ1882．5．22
ド　ィ　ッ　1883，11．26（1882．6，30の条約あ
　　　　　　　るも批准せず）
イ　ギリス　1884．4，28（1882．6，6の条約あ
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ロシア1884。6．25
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　四　ヨーロッパ国際法学の東アジアへの移入
　1．留学生の派遣
　近代ヨーロッパ国際法学に関する書籍も，17世紀末に
は東アジア諸国に入っていたと思われるが，19世紀の後
半にいたるまで，それらの本が東アジアで読まれていた
形跡は見当らない。17世紀のはじめからMatteo　Rici
らによってキリスト教やヨーロッパに関する書物が中国
語に翻訳され，その一部は，朝鮮や日本に移入された。
しかし，キリスト教やヨーPッパの政治に関する書物
は，邪書として入手することや読むことが禁止されたの
で，それを入手して読むことは困難であり，読んでいる
ことを他人に知られることも危険であった（1630年（寛
永7年）の寛永禁書令，1685年（貞享2年）の邪書検索
強化など）。さらに，言語上の障害がそれに加わった。
　1855年，日本政府（幕府）は，洋学所を設けた。ま
た，1858年に外国奉行が設けられた。外国奉行のもとに
は，WheatonやFillmoreの国際法に関する著書もす
でにあったといわれるが，人々は，その内容を理解する
ことができなかった。1857年アメリカ総領事Harisが
来日したとき，日本政府の役人たちは，彼に対して，外
交使節派遣の目的，その国際法上の権利，i義務，通商条
約の内容などについて質問して，それを学んだ。
　日本政府は，国際法研究の必要を痛感し，1862年にオ
ランダに軍艦の建造を注文するにあたり，留学生をオラ
ンダに派遣した。その中で，津田真一郎，西周助は，ラ
イデン大学でProf．　Simon　Visseringから国際法を学
んだ。西は帰国後，幕府の開成所で国際法を講義し，
1868年Visseringの国際法の講義を日本語に訳し，畢
洒林r萬国公法』として出版した。また，榎本武揚は，
Fredericksがオランダ語に訳したTheodore　Ortolan
のR6gles　Internationales　et　Diplomatie　de　la　Merセこ
よって国際法を学んだユ9）。
　中国からも，馬建忠がフランスのパリに派遣され，パ
リ大学で国際法を学んだ。
　2．　国際法に関する薯書の翻訳
　中国では，1861年に近代化された政府が作られた。そ
の政府による「同治中興」の中で，洋務運動という近代
化運動が起こった。
　その影響として政府は，「同文館」という学校を設立
した。その学校は．英・仏語とヨーロッパの学問を教え
た。アメリカの宣教師W111iam　Alexander　Parsons
Martinは，アロー戦争の時アメリカのリードの通訳と
なって北京に赴いたりしたが，1868年に同文館の国際法
教師となり，1869年からその校長になった。彼の最も大
きな業績は，1864年にHenry　WheatonのElements
of　International　Lawを中国語に翻訳したことである。
この本は300部出版され，中国のみならず，日本や朝鮮
にも大きな影響を与えた。日本では翌年，早くも返り点
を付し復刻本が発行され，その1冊は，同じくMartin
が漢訳した後記Martensのr星紹指掌』と共に1880年
に日本の初代駐韓公使花房義質から朝鮮政府（韓国の礼
曹判書（文部大臣）趙寧夏）に寄贈された。
　Martinは．さらに1876年にMartensのLe　Guide
Diplomatique　r星1昭指掌』，1877年にWoolseyの，1880
年にはBluntschliの国際法の著書を中国語に翻訳して
出版した。なお，それに先立ってアメリカ宣教師Peter
Barkerが1839年にVatte1のLe　dro三t　des　gensの一
部を中国語に翻訳していた。
　日本では，Wheatonの前掲書につき，（1）堤殻士志訳・
美国恵頓氏原著r万国公法訳義』（1868年），瓜生三寅記
述r交道起源・一名万国公法全書一号』（1870年），重野
安繹訳述r和訳万国公法』（1870年），高谷龍州注解r万
国公法轟管』（1876年），大築拙蔵訳・恵頓氏『万国公法
（始戦論）』（1875年），大築拙蔵訳r恵頓万国公法』
（1882年）があるほか，前記Chales　de　MartensのLe
Guide　Diplomatique；pr6cis　des　droit　et　des　fonctions
des　agents　diplomatiques　et　consulairesを福地源一郎
が巴命馬児顛原撰r外国交際公法』（1869年），Theodore
D．WoolseyのIntroduction　to　the　Study　of　Inter－
national　Lawを箕作麟祥がr国際法・一名万国公法』
（1873年），James　KentのCommentaries　on　Inter－
national　Lawを蕃地事務局訳で大音龍太郎が校正r堅
土氏万国公法』（1876年），August　WilheIm　Heffterの
Das　Europtiische　V61kerrecht　der　Gegenwartを荒川
邦蔵・木下周一両人がr海氏・万国公法』（1877年），と
してそれぞれ出版した。なお，Martinが漢訳した前記
Wools yの著書に妻木頼矩と水野忠雄が返り点を付し
て『訓点・公法便覧』（1878年），BluntschliのDas　Mo・
derne　V61kerrecht　der　civi！isierten　Staaten　als　Rehts－
buch　Dargestelltの漢訳書に岸田吟香が返り点を付し
r公法会通』（1881年）としてそれぞれ出版した2°）。朝
鮮でもMartinの漢訳した『万国公法』『公法会通』が
読まれた。
　International　Lawの語は，　Martinによって「万国
公法」と漢文に訳されていたが，その後前記のように箕
作麟祥によって「国際法」と改訳された。大学南校規則
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の科目中では「万国公法」（1870年）となっていたが，
1881年（明治14年）東京帝国大学の学科目に「国際法」
の語が用いられて以来，それが一般に用いられるにいた
った。
　3．国際法顧問
　ヨーロッパ国際法の東アジア諸国への普及について，
各政府が招いたヨーロッパ人の国際法顧問の影響も無視
できない。
　中国では，中国政府から1863年総税務長官に任命され
たRobert　Hartが，事実上中国政府の最高顧問として
国際法上の問題についても助言・助力を行なった。ま
た，1876年の芝　Chefoo条約締結時には，　G　Detring
も中国政府の顧問をつとめた。
　日本では，1871年以降Erasmus　Peshine　Smith（同
年から），Hermann　Roesler（1878年から），　Alexander
von　Siebold（同年から），　Eli　T．　ShepPard（1876年頃
から），Henry　Willard　Denison（1880年から），　Dur・
ham　White　Steavens（1882年から），　Alessandro　Pa・
ternostro（1889年から）が顧問として，国際法の諸問題
につき，日本政府に助言した。
　朝鮮では，Paul　Georg　v。n　M61！endorf（1882年か
ら），Owen　Nickerson　Denny（1886年から）が，政府
の国際法顧問をつとめた。
　五　ヨーロッパ国際法の東アジアへの適用
　1．　　ヨーロッ！くイヒ
　1860年代の終り頃から，東アジアでも近代ヨー一　Pッパ
的な国際法が実際に適用されるようになった。1868年の
幕末戦争の際，幕府海軍副総裁榎本武揚が北海道に事実
上の政府を作り，イギリス，フランスに交戦団体として
の承認を求め，また，その折に，1867年のパリ万国博で
国際赤十字の存在と活動を知った高松凌雲がヨーロッパ
式の野戦病院を設けて敵味方の区別なく負傷老を救護し
たことが知られている。また，1877年の西南戦争の折に
は，佐野常民等により日本赤十字社の前身である「博愛
社」が東アジアにおける最初の赤十字社として設立され
た。
　中国の1861年の同治中興，日本の1868年の明治維新以
後，ヨーPッパ国際法は，他のヨーロッパ文化と共に広
く東アジアに取り入れられるようになった。1871年9月
13日には，対等なヨーロッパ的formulaによる日本と
中国間の通商条約が締結された。
　2．外交関係の開設
　中国では，1842年に南京条約によって，イギリス公使
Henry　Pottingerが着任，1861年には天津条約によっ
て，アメリカ公使Anson　Burlingameが着任した。中
国が最初に外国に派遣した常駐外交使節は，1877年にイ
ギリスに派遣された弁理公使，郭嵩蕪であった。
　もっとも，特派使節としては，1866年に総税務司Hart
の提案により，彼が賜暇でヨー一一　Pッパに帰国するにあた
り，斌椿使節団が同行した例や，1868年に北京駐在のア
メリカ公使Burlingameが任期満了し本国に帰国するに
あたり，Hartの提案で，　Burlingameを中国の特派使
節とし委嘱した例がある。また，1870年に天津事件にあ
たり，天津の三口通商大臣崇厚が謝罪使節としてパリに
派遣された。1877年の郭公使派遣も，1875年の英国公使
館書記官殺害事件を機に1876年芝　条約が結ばれ，その
謝罪使をつとめ，併せて常駐となったものである。
　日本は，1866年パリにPaul　Flary－H6rardを，1867
年サンフランシスコにBrooks（明治政府も彼を重任）
をそれぞれ名誉総領事として置いていたが，明治政府に
なってから，最初の常駐外交使節として，1871年（明治
4年），鮫島尚信をフランスj森有礼をアメリカに代理
公使として派遣し，翌年寺島宗則をイギリスに公使とし
て派遣した。ついで1873年佐野常民がオーストリア，青
木周蔵がドイツ，翌年河瀬真孝がイタリア，榎本武揚が
ロシア，柳原前光が中国にそれぞれ公使として派遣され
た。
　外国から日本に常駐使節として最初に派遣されたの
は，1856年総領事としてアメリカから赴任していたTo・
wnsend　Harisが1858年公使に任命された例である。翌
年イギリスからRutherford　Alcockが公使として着任
した。幕末に活躍するフランス公使L60n　Rochsは1864
年，イギリス公使Harry　Smith　Parkesは1865年に着
任している。
　なお，維新前に日本から外国に派遣された特派使節と
しては，次のようなものがあった。
　1）　1860，2．13（万延元，1．22）新見豊前守正興，日
　　米修好通商条約の批准書交換のためにアメリカに派
　　遣
　2）　1862．1．21（文久元，12．・22）竹内下野守保徳，江
　　戸，大阪，兵庫，新潟の開港延期のためヨーロッパ
　　に派遣
　3）　1864．2．6（元治元，12．・29）池田筑後守長発，横
　　浜鎖港に了解を求めるためフランスへ派遣
　4）1865．5．19（慶応元，4．25）柴田日向守剛中，軍
　　制調査と横須賀製鉄所設立準備のため特命理事官と
　　してフランス，イギリスへ派遣（慶応2．3帰国）
　5）　1866．9．26（慶応2．8．18）小出大和守秀実，樺
　　太の日露国境問題交渉のため，ロシアへ派遣（慶応
　　3．5．8帰国）一樺太島仮規則一
　6）　1867．2．15（慶応3．1．11）民部公子，徳川昭武
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　　等一行，将軍慶喜の名代としてパリ万国博覧会（5／1
　　－11／3開催）へ派遣（明治元，11．3帰国）
　また，1871年（明治4年）11月4日領事館の設置がき
められ，次の領事が派遣された。
　1）　1872．2　（明治5年）　品川　忠道　中国・上海
　2）1872．9（　〃　）井田　　譲　中国・福州
　3）　1873．3　（明治6年）中島　譲治　イタリア・ヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　エニス
4）　1873．4　（　〃　）　林道　三郎　英領・香港
5）1874．・3　（明治7年）　中村　博愛　フラソス・マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ルセー一ユ
6）ユ874．・7（　〃　）河瀬　真孝　イタリア・ロ
he}
　韓国には，最初の外国常駐外交使節として，1880年に
日本公使花房義質が着任した。他方1887年朝鮮政府は，
閾泳翔とDennyの意見により外交使節派遣をきめ，同
年6月朴定陽をアメリカに，趙臣熈をヨーロッパ（英仏
独露ベルギー）に公使として派遣し，1888年には駐日公
使館も開設した。
　あとがき
　本稿は，国際法の歴史を研究する一環として，ヨーP
ッパ国際法と東アジア諸国との関係を検討したものであ
る。中国関係について貴重な資料を貸与して頂いた黄有
仁教授，その翻訳にあたった林啓旭氏，韓国関係につい
て論文を寄贈して頂いた斐載提教授（その邦訳は，法律
論叢54巻6号に掲載）その仲介をして頂いた李仲範教
授，並びにその翻訳にあたった劉慶駐さんに御礼申し上
げる。
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